
平成13年9月15日 第48巻　日本公衛誌　第9号 773

地域保健におけるケアマネジメント活動指標の開発

オカモト レイコ

岡本 玲子

　本研究の目的は，日本の地域保健の実践で広く活用できる「ケアマネジメント過程の活動指標

（以下，活動指標と略す）」を作成することである。

　活動指標の枠組みには，ケアマネジメント過程質評価質問紙の項目が用いられた。具体的な活

動内容を示す細項目は，熟練保健婦へのブレインストーミングにより内容が収集され，各項目毎

に標準的なものが選定された。活動指標の実用性は，複数の事例への応用結果と，保健婦と在宅

介護支援センター職員を対象に，実用性に関する意見を間うた郵送質問紙調査の結果より検討さ

れ，一連の流れの中で修正を加えられた。

　その結果，各々に4つの細項目を持ち45項目から構成される活動指標が作成された。実用性に

ついて，事例への応用からは，活動指標に含まれる内容は実際に行われている活動であり，個別

事例への活動評価やケアシステムにおける問題の顕在化ができること，実務者への質問紙調査か

らは，それに加え基礎教育や現任研修への実用可能性があるという結果が得られた。活動指標を

用いることによる効果の詳細に関する検討は，今後の課題である。
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